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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

・6/23　9：30来院　院長

　斉藤　ヒサ様（75）

　現在夫、3男と同居。同じ敷地内に長男夫婦が生活。6～7年前から支払いを忘れる等の物忘れが出現。5～6年前に大里脳神経リハビリテーションクリニックを受診しアルツハイマー型認知症と診断され、薬が処方された。その後徐々に認知症が進行し、徘徊もあり、H23年介護認定を受けて要介護1。H24年からひばりの里のデイサービスの利用を始め、現在5日/週利用している。H26年4月には要介護4へと更新。現在は、着替えができない、家族の顔が分からない、「（亡くなった）弟から電話があった」などと事実でないことを言う等の症状がある。また、徘徊して何度も警察に保護されている。デイサービスでは概ね落ちついて過ごしているよう。普段夫が本人の介護をしているが、高齢であるため介護負担を軽減させるためにショートステイの利用を検討。ひばりの里から精神科の診断書が必要と言われ、今回相談に至る。

・6/24　11：00来院　中野Dr

　杉本　優太様（15）

　母親は5年前に乳がんで死去。父方の祖母、父親、妹、本人の4人で生活。現在下長中学校3年生。3年生に進級してから学校に行かない日があり、徐々に目立つようになる。6月に入ってからは自分の部屋にこもるようになり、学校へは行けていない。カーテンも締め切っている状態であり「誰かに見られている」と話したり、音に敏感な様子あり、始終ヘッドホンを使用している。児童相談所へ連絡したところ、精神科の受診を勧められ相談に至る。

・6/26　田名部Dr

村上　トクエ様（82）

10年前に再婚した夫が死去後は、一人暮らしを継続。数年前より「物がなくなった」と長女に電話で訴えることがあった。H26. 2月入り「通帳が亡くなった」「村上（旧姓）に戻りたい」等と話し、実際旧姓に戻す手続きを一緒に行ったが「勝手なことをやってくれた」と怒ることがあった。また、孫娘に小遣いを渡した事忘れる、本人から来るよう言われ長女が訪れてみると「何で来たの?」と言うこと、「通帳と印鑑なくなった」と訴えるようなことが続き、4月からは「持って行った通帳を返してちょうだい」と長女に言うようになっていた。長女や妹が病院受診を勧めると、本人は「大丈夫」と拒否的である。また、本人から、病院受診して「認知症じゃないと言われた」と長女に連絡があり、病院名や電話番号を聞くと、「うん…分かんない」と話していた。長女は本人を盛岡に引き取る予定でいたが、現在の状態では困難であるため、おいらせ町包括支援センターへ相談、当センターを紹介され、受診相談に至る。

・6/28　11：30来院　田名部Dr

　寺牛　千夏様

　初飲は20歳。焼酎を水割り・ストレートで10杯/日程飲酒していた。22歳の飲酒時に倒れ歯を折る等し国立医療センター（仙台市）へ救急搬送され1ヶ月任意入院。「たまになら飲んでいいよ」と言われ、退院後すぐに再飲酒。缶チューハイ1～2本/日摂取。徐々に隠れ飲酒や朝から寝るまで連続飲酒状態となり救急搬送される事や、食事をしては吐く事を繰り返す事があり、同年9月頃に2ヶ月程同院へ入院。退院後は断酒をしていたが、その後再飲酒。本人24歳時10月に倒れ再度1泊2日の入院。専門病院の東北海病院（仙台市）を紹介され受診。3年間通院・服薬（シアナマイド）・断酒を継続（24歳～28歳まで）。その後は1本/日程度摂取する日もあれば、飲酒しない日もあった。H26.5月、親に「一人では置いておけない」と言われ三戸町へ帰省。H26.6.10昼より連続飲酒状態となり、自宅にて吐血し倒れている所を発見され三戸中央病院へ救急搬送され、点滴し帰宅。その際の記憶は無い。翌11日より今までは無かった幻聴・幻覚、寝汗等の離脱症状が出現。吐気も出現し、3～4日程食事を摂取できない状態となっていた。現在は1日3食摂取出来ているが、夕食時に過量に摂取してしまい嘔吐する事を繰り返している。苛々感等の症状もあるとの事。今回再度断酒・アルコール依存症の専門病院での治療を希望し、当院へ相談に至る。

